
ヾ 東日本大震災被災校ヘバス費用援助と希望の備品寄贈

東日本大震災から 12年が過ぎました。被災した地域や学校の再生はなお途上にあ

り、地元帰還の展望さえ描けない地域も残る福島県をはじめ、岩手、宮城両県を合わ

せた 3県の被災校は息の長い支援を求めています。

2022年度の東日本大震災被災校支援は、岩手県の 29小学校と22中学校、宮城県の

10小学校と29中学校、福島県の 11′ 1ヽ学校と11中学校、合計 112校 を対象にしまし

た。支援規模は計 600万円相当です。各校に必要なものを選んでもらい、バス費用、

希望の教育設備品や教材を贈呈しました。

対象校の選定は、2021年度までと同様、現地の実情に詳しい東北 3県の小学校長

会 口中学校長会の協力を得、各県の小中学校別に対象校リストを作成して支援を実施

しました。

ベルマーク財団は震災直後、3県と茨城県にノート、鉛筆、クレヨンなど計 800万

円相当の緊急支援を実施しました。その後も2022年度までの 12年間で、被災地支援

プロジェクトとして 3県を中心に延べ 2258校に対し、計 5億円相当の支援をしてき

ました。

これらの支援の資金の多くは、ベルマーク運動参加校口団体のベルマーク活動から

生まれています。運動参加団体がベルマーク預金で備品や教材を購入すると、商品を

扱う協力会社から代金の 100/o相当額がPTAに戻されます。これを「割戻寄付金」と

して財団に寄付していただきます。これが全額、援助資金となる仕組みです。

ネットショッピングを通じて東北の被災校を支援する運動をしているウェブベル

マーク協会からも助成金をいただきました。さまざまな団体や個人から財団に寄贈さ

れるベルマークや寄付金も活用しています。

東北では、ようやく新しい校舎ができたところもあれば、今なお遠く離れた地の仮

設校舎で勉強を続ける学校もあり、置かれている状況の違いがはつきりしてきました。

今なお仮設住宅で暮らす子もかなりいます。福島県では原発事故の影響から、郷里に

戻るメドさえ立たない家族も多い現状です。

プロジェクト13年目に入りますが、これまでと同じように岩手、宮城、福島 3県

の被災校を対象に、積極的に支援を続けます。
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このたびは、2023年度友愛援助「アフガニスタンの子どもたちへの保健教育活動」を応援し

ていただき、誡にありがとうございます。

アフガ三スタンでは、2021年 8月 に政変が起きました。タリノヽンというグループが国の政治

を取り仕切ることになり、世界の国々がそれに反対し、アフガニスタンヘの支援をス トツプ

しています。その影響で食べ物が十分に行きわたらない子どもたちも出てきています。その

上、新型コロナウイ)レス感染症も蔓延しています。

長く続いた紛争により、ジヨイセフが活動するナンガノヽ―ルサ
lHでは、学校の半分は校舎がな

く、多くの子どもたちが、校庭にテン トを設置したリゴザを敷いただけの青空教室で学んで

います。アフガエスタンの学校では保健の授業がないため、子どもたちが自分たちの健康や

栄養などの保健衛生を学ぶ機会が十分にありません。そこで、ジヨイセフは、小中学校の先

生に協力してもらい、子どもたちに保健指導を行つています。

2021年は皆さまからのご寄付で、2フ 校の フ044人の子どもたちに、保健衛生と病気の予防

について、保健教育指導を行いました。

子どもたちが学んだ知識は、自分だけでなく、家族の健康を守る大きな力となります。

これからも、みなさまのご支援をどうぞよろしくお願い申し上げます。
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拝啓

時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

私たち「特定非営利活動法人ラオスのこども」の活動につきまして、ご理解、ご協力を貝壕Jり

厚く御礼申し上げます。

このたびは、「ベルマーク友愛援助事業」を通じて、私たちの団体がが進めている
「もつと

本を 1ラオスの子ども達に～ラオスでの小中学校の図書室整備事業～」へご寄付をいただ

き、誠にありがとうございます。感謝の気持ちを込めまして、おネL状を送付させていただきま

す。

児童生徒のみなさんにも、日本とは違う状況で暮らす子ども達の様子について、少しでも

知つていただく機会になればと思い、お礼状の中に、現地の状況などについても説明して

います。併せて、私たちの現地での活動を紹介した「ラオスのこども通信」もお送りいたしま

す。掲示などでご活用いただければ幸いです。

また、ラオスの教育状況、ラオスの子どもたちの様子などについて、ラオス在住経験のあ

る日本人スタッフが、児童生徒やPTAのみなさまに直接お話しに伺うこともできます。オン

ラインで対応することもできますので、事務局スタッフまで、気軽にお問合せください。

ラオスの子どもたちの支援を続けて42年。一冊の本が未来への扉を大きくひらきます。

子ども達が未来をつむためのお手伝いを、これからもどうぞよろしくお願いいたします。

敬具

特定非営利活動法人ラオスのこども

代表 チャンタンン インタヴォン
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この度は、ベルマーク友愛援助を通して(公財)オイスカが進める「子供の森」

計画へご支援いただき、誠にありがとうございました。子どもたちの手による

森づくりは、インドネシアをはじめ、世界37の 国と地域に広がつています。

度重なる自然災害や社会情勢の悪化など、活動地ではさまざまな課題が山積

しており、苦心することも多くございます。しかし、皆様の温かなご支援に支

えられ、各地の状況やニーズに合わせた緑化活動や環境教育を継続することが

できております。今後も世界の子どもたちの成長、森の成長を応援していただ

ければ幸いです。
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公益財団法人オイスカ「子供の森」計画担当

〒168‐ 0063東京都杉並区和泉2-17-5

TEL i 03-3322…5161  FAX:03-3324‐ 7111

「 子供の森』計画

情報提供サイト

httpsi//www.kOdO
mOnO中 mOri● info/
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このたびはベルマーク教育助成財団を通してシェアをご支援くださり、

誠にありがとうございます。東ティモールで、子どもたちの健康を守

る予防接種と保健教育の活動のために大切に使わせていただきます。

海や険しい山に囲まれた東ティモールは十分に道路が整備されておらず、予防接種や病院で診察

を受けることが困難な人たちがいます。下痢や肺炎、予防ができる感染症で亡くなる子どもも多

くいます。

私たちシェアはすべての人が保健・医療サービスを受けられ、健康に暮らせる社会を目指して以

下の活動を行つています。

O保健医療施設 。設備の整備と維持管理の支援
2,医療の質の改善のため、予防接種に関する研修の実施
13保健ボランティアや小中学校教員による保健教育の支援

枠

・
上川
ふ十1

J

予防接種トレー三ングを受tする医宮lll  保健教育のトレーニングを受ける教員たち  予防接種のため移動診療に集まる住民

1覇1暴義
東ティモールはどんな国 ?

アジアで一番新しい国「東ティモール」は、2002年に独立しました。テイモール島

の東側半分が東ティモールで、東京、神奈川、千葉、埼玉を合わせた面積の国上に絢

120万人が暮らしています。言語はテトウン語とポルトガル:吾を話します。

主要産業の農業ではコメ、 トウモロコシ、イモ類が盛んで、フエアトレードのコー
ヒーは日本でも多く欲まれています。

人国の約半数が子どもという、若い人たちの多い国です。

シンガホーリレ

スマ トラ出

ボルネオ島

ジャワ島   ′ヽ りB

東 テ ィモ ー ル
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ミャンマー(ビルマ)難民キャン女 の図書館活動に

ヒ歳 援いただき ありがとうごさいました I
好きな絵本を読む子どもたち   ヵ―ドゲームで遊ぶ子どもたち

毎日放課後と土曜日に図書館に通って

います。絵本を読んだり、ゲームをしたり

できるので、図書館に来るのが大好きで

す。私の好きな絵本は『いつすんぼうし』

です。いっすんぼうしは小さな男の子です

が、大きな心を持つていて、賢くて勇歌な

人です。私もいつか彼のような勇敢な人に

なりたいです。

日本の皆さん、大切なことを教えてくれ

る絵本と大好きな図書館をサポートして

くれてどうもありがとうございます。

絵本 :『いつすんぼうし』(福音館書店)

シンナディーさん

‐・日H口旧BIII

タイ園境に難民キャンプが設立されてから38年が経ろました。現在、

9ヶ所の難民キャンプで9万 1千人難民が墓らしています。難民キャン

プでの生活は、NGOなどの支援で支えられていますが、最近はその支援
も減つてきており、生活がより難しくなつています。

そんな中、図書館は子どもたちが本を読むだけでなく、安心して遊ん

だり、学んだりできる場所として、とても喜ばれています。

シャンティ国際ボランテイア会

Shanti Volunteer Assoc.凶
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支援者の皆さま

公益社団法人 日本ユネスコ協会連盟

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
さてこのたびは、公益財団法人ベルマーク教育助成財団を通じて公益社団法

人日本ユネスコ協会連盟が行う「ネパール寺子屋プロジェクト」にご支援いた

だき、誠にありがとうございます。

日本ユネスコ協会連盟は、「戦争は人の心の中で生まれるものであるから人の

心の中に平和のとりでを築かなければならない」というユネスコ憲章の精神に

則り、平和の文化構築のためのさまざまな活動を1947年以来行つています。

1990年、国連の国際識宇年をきつかけに、貧困や紛争、戦争などによつて教

育を受けることのできない人々に教育の機会を作っていこうという運動がユネ

スコの主導によつて始まりました。

日本ユネスコ協会連盟は、江戸時代の寺子屋のような自学自習の自発的な学

習文化を世界に伝え、すべての人々が教育を受けられる社会を実現しようと、

1989年 より「世界寺子屋運動」を開始し、皆様のご支援によつて今年で 31年目

を迎えることができました。海外に寺子屋を作り、人々に教育の機会を作るた

めの活動資金はすべて一般市民の皆様の善意の募金によつて支えられ、運動開

始以来 134万人以上の人々に学習の機会を提供することができました。私たち

は今後とも皆様のご協力を得ながらこの運動を積極的に推進してまいりたいと

存じます。

グローバリズムが進展する中、平和で豊かな地球社会を築くためには、学習

の基礎となる読み 。書き。計算の普及がもつとも重要な課題の一つです。引き

続き、皆様のご支援、ご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

敬 具

戦争 |よ 人の心の中で生ま才1る ものであるから、人の心の中に平和のとりでを築かなけllば ならない。

since vvars begin in the minds of naen t is in the minds of men that tho defences of peace nnust be constrtlcted
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飢餓から救う。

未来 を救 う。

2023年 4月 吉 日

ご支援 くだ さった学校・幼稚園の皆様ヘ

認定 NPO法 人国連 WFP協 会

事務局長

結 朱 州

このたびは、国連 WFPの 活動に温かいご協力を賜 り、心より御礼申し上げま

す。 お預 か りいた しま した ご寄付 は、WFPロ ーマ本部 を通 じて 「アフ リカ

シエラレオネ共和国における学校給食支援」のために活用 させていただきます。

国連 WFPは 子 どもた ちの健全 な発 育 と就学率の向上 を 目指す 「学校給食

支援」を、世界のおよそ 60カ 国において行つています。

世界では、 日々の食事がままな らず栄養不 良の子 どもたちが大勢います。 また、

学校 に通 うことがで きない子 どもも多数 にのば ります。 その よ うななか、国連

WFPが 無償で給食 を提供す ることによつて、親が子 どもたちを積極的に学校 に

通 わせ るよ うにな り、子 どもたちも空腹 が満 た され、集 中 して勉 強す ることが

できます。教育 を受 けることで子 どもた ちは将来
への夢や希望 を持て るよ うに

な り、また教育の普及は社会や国の発展 にもつなが ります。

国連 WFPは 過去 50年以上にわた り、世界中の途上国で学校給食を提供 してき

ま した。 これか らも一人でも多 くの子 どもたちが国連 WFPの 支援を通 じて学校

に通い、未来の担い手 として成長できるよ う、温かい ご理解、ご協力のほ ど心

よりお願い申し上げます。

国連 WFPの 「学校給食 支援」 米や豆、野菜 が入 つています。

特定非営利活動法人 国際連合世界食糧計画WFP協会

横浜市西区みなとみらい 1-1■ パシフィコ横浜 6階 IT+81452212515F+81452212534
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ご支援いただいた皆様ヘ 令和
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認定 NPO法人全国こども食堂支援センター・むすびえ

友愛援助ご寄付への御礼

この度2023年度友愛援助「こども食堂支援事業」を応援いただき、誠にありがとうございます。

新型コ0ナ の感染拡大が夕台まって4年 口、ようやく普段の生活が戻 りつつあり、子どもたちの活動

範囲も少しずつですが広がっています。誰も取 りこぼさない社会をつくることをビジョンに掲げ

ている私たちは、31き 続き各地域のこども食堂ネットワークを支援する事、社会に貢献 した
いと

考える企業・団体 とつなが ,こ ども食堂へ支援を届ける事、こども食堂の実態を明らかにし、啓発

する調査・研究を行う3つ の事業を行っています。弊団体の調査で、こども食堂の数は
コ0ナ禍 と

いう厳 しい状況にあっても昨年も1000箇所以上増え、7363箇所 となったことを今年2月 に発表し

ました。こども食堂は、活動が制約され新 しい生活様式が求められる中でも創意工夫で活動を模

索し、つなが

'続
けることの意義を社会に示 してくれています。一方で、昨今の物価高でどこの

こども食堂も活動資金や物資、食材の確保に苦労しているのが現状です。

その様な厳 しい状況において、むすびえでは皆様からのご支援等のおかげで、2022年度には延
ベ

10000箇所以上のこども食堂に物資を仲介することできました。

この状況がまだ続 くことが予測され、SIき 続 き必要としている人たちに支援を届けて
いく為に、

これからもこども食堂の活動に、ご理解、ご協力賜れれば幸いに存 じます。
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〒160-0023東 京都新宿区西新宿卜20-3西 新徳高木ビルア階

WE8 SITE httpsi′ /musubie.org/

認克NPO法人全口こども食堂交盤センター
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